
琉球大学学術リポジトリ

タケノコの栽培法

言語: 

出版者: 琉球大学農家政学部

公開日: 2011-06-30

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 山盛, 直, Yamamori, Naoshi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/20851URL



タ ケ ノ コ の 栽 培 法
缶詰 タケノコや干 タケノコ､ポ リエチ レン袋入 りの

タケ/コなどの商品が店豆頁を飾 り､或は食膳 を賑 わし

ているが､それ らの殆 んどが輸入品である｡そこで新

鮮 なタケノコを安 く大量 に食用に供するために､是非

食用タケ/コの栽培 を奨めたいo世界の タノコの大部

分がアジアの熱帯地方に分布生育 してお り､琉球でも

全域 に亘 って良 くタケが生育 していて､タケの栽培

に好地域 と思 われる｡琉球 に現存す るタケで､食用

に供ぜ られるものは､数種類 あるが特 に美味で有望 な

ものは､マチクとリヨクチクである｡その栽培法につ

いて記 したい｡
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マ テ ク リヨクテク

1 適地

排水の良し､膨軟 な壌土又は砂質壌土で､表土が深 く

(2)

風当 りの強 くないp-rrが適地 と云 えるが､一般的に地形

の関係から考 えると､表土の比較的深い山ふもとや､

森林内の平地や風下地帯､河畔の堆和地､部落内の空

地や屋敷内の空地等が適す る地帯 と云 える｡山腹の傾

斜地 を利用する場合は10-15度までの南向 きの土地で

防風林設置や土砂の流失防止策 を講ずる必要がある｡

竹~林経営上ある程度まとまった栽培両税 を得 られる所

がのぞま しい｡

2 植付時 期及 び植付本数

さLつけによって増殖す る方法 もあるが､一般には

母竹 から株分けによる方臼三がなされている｡タケの隼

確 かLL,考えると､株分Hの時別は春期にタケ/コとな

る新 しい芽 が形成 される時別 と云 うことになるが､沖

縄では3月～4月が適期である｡植付本数は 10a (

300坪)当 り50-60株柏 えが適 iL-,lで5-6坪に 】株

宛植付 ければ良い0

3 地手存え

森林内のいく分樹木のある所では､周囲の木は防風

林 として残 し､内部の樹木 もJlT-1て伐採せずに余 り枝張

りしない樹木を点存 させてお く｡ 又傾斜地は等高線に

沿 って列状 に樹木を残 し､地 表rfliを/I-株 にすることを

避 けて樹木の枝集で地 表壬を被 った リ､日陰で良 く育っ

ような下草 などは対f払 わずに残 したプjが良し､､雨水に

よる土砂の流失 を防止す るためである｡平地で労費の

ゆとりのある場合は全耐開こん して竹株隔日二他の作物

を栽培するとか マメ科の作物 を植 えて地力の増進を



図るようにする｡労費のゆとりのない場合は植六 よ り

や ､広めに堀 り起す程度にと めゞ翌年から次第に広め

ていくようにすれば良い｡植六は､直径 1m深 さ60cm

程度堀 り起 し､良 く腐熟 した有機質 と表土 を混ぜて入

れ植付 に備 えてお く｡

4 植付法

マチク､ リヨクチクは 普通母竹 から株分 した苗で

増殖 されている｡株分けは3-4月に2年以内の生

育の良いものを母竹 から切 り離すが､その際に芽の部

分を損傷 した り､根 を切報せぬように注意 して丁寧 に

堀 り取 るO-株になるべ く2本のけ梓が付 くように し

たi上が良い.括着率 を高めると同時に成林 を早めるた

めである｡竹梓は側枝の着 いた節 を2-3節残 して上

部は伐 り捨てる｡速 く-運ぶ ときはコモで丁寧 に荷作

りをする｡

植付 けは､植穴内に表土 と良 く腐熟 した有キ質 を入

れて混ぜ合せ､土中の枯れ草や石碑 を除去する｡竹苗

が母竹に付 いていた時よりもや 深ゝめに植付 け 根 と

七を良 く密着 させ最後に固 く踏みおさえ､地表に敷革

を才iL､植付 を完了する.竹梓の高いものには風でゆれ

動かぬように支柱 を施 してお く｡

5 手入れ

植付 け当年は良 く雑草が繁茂するので竹 株の周辺は

丁寧に除草 を行い､出来得れば棟間に農作物 を間作 し

て収入をあげると共に除草の労鞍が省け土質 を改善に

役立た しめるようにするO傾斜地では地肌が表われ る

と雨水による表土流失が考えられるので､ひんぽんな

(3)

除草 はさけ､樹木の枝葉や草 を敷 しいてお くと､雑草

の繁茂 を防 ぐと共に土中有キ質の増加に役立つ｡

施肥は､根系の生長が盛 んになる時期の3-4月頃

とタケノコ発生が終了後の9-10月頃の2回に分けて

行 う｡施肥量は土質土性等によって一概 には云 えない

が､i回 i棟当 り推肥或は敷革20kg程度､速効性肥

料 (N-3 P-1 K-1)2kg程度 を施 す｡ 施 し方は植

付当年は､株の周囲に溝 を堀 り､その中に施肥 し凍土

をなすが､2年以後は棟の周 り全面に堆肥や敷革 を敷

き速効性肥料 を均等に撒 き土で護 う｡竹梓は4-5年

まで仕立てそれ以上の老竹は切 り捨てる｡

6 タケノコの収穫

マチク､ リヨクチクは6月下旬頃 から8月までタケ

ノコが発生す る｡植付 当年は殆 んどタケノコの発生は

見ないが､2年目は l株当 り4-8本発生す る｡2年

目に発生 したタケノコは収穫せずに残 して成竹 させ3

年目から収穫 を始める｡良 く手入れの行 き届 いた成林

で 1株当 り30kg程度の収穫が見込 まれる｡タケノコ

は伸 び過 ぎると食用に速 さなくなるので､土中からタ

ケ/コの頂端部が表われた時 に周 りの土を堀 り起 して

母竹 との著根から切 り離すが､その時 に母竹に付 いて

いる新 しい芽や細根 を損傷せぬように注意す る｡最後

に出 るタケノコを 1株に5-6本残 して成竹 させるよう

うにすれば良い｡

上記はタケノコ用のマチタ､ リヨクテクの栽培につ

いて略述 したが､栽培が極めて容易であるので､自家

消常用として屋敷の空地や畑 の隅に少量でも各家庭が

栽培することを望みます｡ (山 盛 直)


